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シラスの工業 的利用 に関す る研究(第9報)

シ ラ ス を 原 料 とす る壁 タ イ ル(そ の1)

島 田 欣 二*・ 池 田 政 弘**

(受理 昭和45年5月30日)

 STUDIES ON THE INDUSTRIAL APPLICATION OF 
                      SHIRASU (Report 9) 

                 On the Wall Tile from SHIRASU (I) 

                  Kinji SHIMADA, Masahiro IKEDA 

   A study was made of wall tile bodies consisting of 80 parts of iron-free refined 
SHIRASU, 10 parts of white clay, and 10 parts of white portland cement. 

   These ingredients are mixed by dry method throughly and after drying they are pressed 
at 500 kg/cm^2 in steel mould and heated at 1000°C in the electric muffle furnace. 

After cooling they are sprayed with glazes consisting of 30~60 parts of iron-free refined 
SHIRASU, 30~60 parts of alkaline frit, 10~20 parts of boric acid, 5~10 parts of white 
kaolin from IRIKI, and 5~10 parts of wollastonite from KIURA. These glazed wall tile 
bodies are matured at 1160°C in the electric furnace. 

Physical and thermal properties and bending strength of those wall tiles were investig-
ated. Results are as follows ; apparent specific gravity 2.5~2.6, bulk specific gravity 
1. 8~4. 9, apparent porosity 20~29 %, water absorption 10~15 %, and bending strength 
140~486 kg/cm^2.

1.緒 言

前報 1)において脱鉄精選 シラスを主 原料 とし,これに

少量の白色 ポル トラ ンドセメ ン ト,白 色 カオ リンおよ

び ワラス トナ イ トを添加 した白色 タイル素地 を試作 し

その物性 につい て報告 した.

本報 ではこの白色 タイル素地に適合 する粕の開発に

関する二,三 の実験結 果について報告 する.

2.実 験および実験結果

2・1.原 料

主原料 のシ ラスは鹿屋市古江産 の古江下層降下軽石

をジ ョー ・クラッシャーで粗砕後,297～590μ の粒径

のものをふるい分級 して磁力脱鉄 を行なつた.

磁力脱 鉄は 日本磁力選鉱KK製 の対 極磁選機NJ式

を用い,原 土シ ラスの給鉱量16kg/hr,ロ ータ 回転

速度50rpm,磁 場 の強 さは26000ガ ウス の条件 で行

なつた.磁 選 シラスの歩留 りは82～83%で,こ の脱
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鉄試験 は通商産業省工 業技術院九州工業技術試験所 に

おいて行なわれ た.

釉薬および素地 に用 いた シラスは,こ の脱鉄 シ ラス

を さらに ポッ トミルで粉砕 して44μ ふるいを完通 さ

せた もので ある.

白色 カオ リンは鹿児 島県 薩摩郡入来 町副田産の もの

で カオ リナイ トを主要構成 鉱物 としてい る. 2)こ れ も

原土を44μ ふ るいを完通 させた ものを粕および素地

の原料 として用 いた.

ワラス トナイ トは大分県南海部郡 宇 目町大字木浦産

の もので 3),原 石 を ジョー ・クラ ッシャーで粗砕後,

ポ ッ トミル で 粉砕 し,素 地 原料 と して 用い るときは

449μ ふるい 完通物 を,釉 原料 と して 用いる ときは

14μ ふ るいを完通 させた。

白色 ボル トラン ドセメン ト,フ リッ ト釉,ホ ウ酸お

よび石灰 は市販品を用 いた.そ れぞれの原料の化学成

分 を表 ・1に 示 した.

2・2.素 地の素焼

脱鉄 精選シ ラス80%,入 来 カオ リン10%お よび 白

色 ボル トラン ドセメン ト10%を擂 潰機で3時 問乾式
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表 ・1原 料 の 化 学 成 分(%)

混合 し,添 加水10%を 加 えて金形を用 いて500kg/

cm^2で 加圧成 形を行なつた。 成形体 の大 きさは40×

20×10mmの 長方体 である.

この長方形生素地 を105℃ で乾燥器 中で十分 に乾

燥 したのち,1000℃ の一定温 度に保持 した エ レマ電

気 炉(形 式ED-11,炉 内寸 法100×150×500mm,

最高 使用温度1350℃)中 に入れ て1時 間焼成後 炉外

に取 り出 して放冷 した。 この素焼素地 の物理 的および

機 械的性質は表 ・2に 示 すとお りであ る,

表 ・2タ イル素焼素地 の性 質

2・3.釉 薬 の調製

2・2の タイル素地 に適 合 し,さ らに1160℃ で溶化

熟成す る釉薬 の調製を 目的 とした.

微粉砕 磁選脱 鉄シ ラス(44μ 完通物),フ リッ ト釉

(日 本 フェロー株式会 社製鉛 ブ リッ ト釉No.3903あ

表 ・3釉 の配合割 合(重 量比)

るいはNo.1121),石 灰,ホ ウ酸,カ オ リンお よび ワ

ラス トナイ ト粉 末の3種 あるい は4種 を表 ・2に 示す

よ うな配合割合 で調合 し,メ ノウ乳 鉢で湿式に より長

時間粉砕 混合 を行なつ た.

2・4.焼 成 および焼成品の性質

2・2の 素焼 タイル素地 に2・3の 組成 の釉 泥を筆で

塗 り,105℃ で1時 間乾燥後 エ レマ 電気 炉中に設置

し,1160℃ に1時 間保持後,ス イ ッチを切つて炉 内

で冷 却 した.

これ ら焼成物 について,見 掛比重,カ サ比重,見 掛

気孔率,吸 水率 および曲げ強度を前報 1)と同 じ方法で

測定 し,そ の結果 を表 ・4に 示 した.

表 ・4に 示 すとお り,1160℃ 焼成 のシ ラス タイル

は見掛比重2,59～2.62,カ サ比重1.85～1.97,気 孔

率20.8～29.5%,吸 水率9.6～15.4%で 曲げ強度は

140～186kg/cm^2で あ る.

市 販品内装用陶器質 タイルは吸水率20%以 下,曲

げ強 度150kg/cm^2以 上が要求 され ている。試 料が小

片 であるためにJISに よる正規の物理 的試験お よび強

度試験 によつた ものではない けれ ど も,表 ・4の 実験

結果 か ら内装用陶器質 タイルと して使用可能 と思 われ

る もの二,三 が含 まれてい る,

シラス-フ リッ ト-石 灰系釉 薬 を用いた タイル は図

1に 示 すよ うに 石灰 が 一定の とき,シ ラスの量 が 増

加 するに したがつて 強度が 増進 し シ ラス50,フ リッ

ト40,石 灰10の ものが最高 の強度 を示 した.そ れ以

上 シ ラスの量が増え るとかえつて強度は減少す る,ま

た,フ リッ ト30,石 灰10と その量 を一定に して シラ

ス量 を60,70,80お よび90と 増 加す ると急激 にタ

イルの強度が低下す る.こ れ はシ リカ分の増加に した

がつて釉 の粘性が増大 して軸 が完全に溶化 しない ため

であろ う.

シ ラス-フ リット-ホ ウ酸 系釉薬 において,シ ラス

とフ リッ トを一定(シ ラス60,フ リッ ト40)と してホ

ウ酸 を これに5～20%添 加 した ものは,無釉 の素地 の

強度(220kg/cm^2)に 比較 して いず れ も極 めて 小 さ

い.こ れはホ ウ酸の添加 によつて釉 の熱膨脹係数 がさ

らに増 大(図 ・3参 照)し,そ のため粕に大 きな貫入
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表 ・4シ ラス タイ ル の 性 質(1160℃,1時 間 焼 成)

釉の 配 合 比

図1釉 の配合比 と強度 との関係(そ の1)

を生 じたためである.

2・5.釉 の熱膨脹

釉が素地 に適合 してい るか どうかの判 定の一つの大

きな規準 となるものは釉 と素地の熱膨脹係 数の差 であ

る,そ して釉 さえ適 合 していれば タイルの曲げ強度は

釉の厚 さが1/80程 度にす ぎな くて も約30%は 増大す

るとい う. 4)す なわち,曲 げ強度 の 増加 は 素地 と釉 と

の熱膨脹係数 の差 に関係 す る.釉 の熱膨脹係数 が素地

のそれ よりも小 さいときは曲 げ強 さは大 き くな り,そ

の反対 のばあいは曲げ強度は無釉 素地 のそれに等 しい

か,あ るいは小 さい,貫 入が発生す るようになると,

釉の 配 合 比

図2釉 の配合比 と強度 との関係(そ の2)

施釉 素地 の曲 げ強度 は無和素地に くらべ て非常 に小 さ

くなる。

図 ・3は シラスを主 要成 分 とす る粕の熱膨脹率 を示

した ものであ る.大 部分 の釉 の熱膨脹係数が素地 の熱

膨脹係数 より大 き く,釉 は貫 入の傾向に あるわ けで あ

る.シ ラス60,フ リッ ト40の 調合の釉 を 中心に考え

る とき,こ れに ホウ酸 を加 え ると釉の熱膨脹 はさらに

大 き くな り,石 灰 を 添加 する と小 さ くなる 傾 向 に あ

る.シ ラス60,フ リッ ト40,石 灰20の 割合の釉 は

僅 かに素地 の熱膨脹率 よ り小 さ く,し たがつて曲 げ強

度 も大 きい.し か し,そ れ でも無釉 の素地の強度であ
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図3シ ラスタイルの粕の熱膨脹

(1)シ ラス60,フ リット40,ホ ウ酸20

(2)シ ラス60,フ リッ ト40

(3)シ ラス70,フ リッ ト30,石 灰10

(4)シ ラス60,フ リッ ト40,石 灰20

る220kg/cm^2に はお よばず,186kg/cm^2の 強度 を

示 して いる.こ の タイルの場合は釉 に貫入 は認め られ

ない ことか ら,釉 の熟成 が不十分の ため強度の発現が

小 さいものと思 われる。

3.総 括

脱鉄精選 シラスを主 要原料 とす る内装用 陶器 質 タイ

ルの試作 に関する予備的実験を行なつ た.脱 鉄 精選 シ

ラス80,白 色 カオ リン10,白 色 ボル トラン ドセ メン

ト10の 割合に調合 したものを加 圧成形 し,1000℃ に

焼成 して素焼 素地をつ くつ た.こ れに,脱 鉄精選 シラ

ス30～60,フ リッ ト60～30を 主要釉 成 分 として,こ

れに石灰10～20,ホ ウ酸5～20,入 来産 カオ リン5～

10あ るいは木浦産 ワラス トナ イ ト5～10の 割合に配

合 した釉 を施 して1160℃ に1時 間焼成 して内装用陶

器質 タイルを試作 した.

試作 した シラスタイル は見掛 比重2.5～26,カ サ

比重1.8～1.9,気 孔率20～29%,吸 水率10～15%

で曲げ強度 は140～186kg/cm^2で あった.

一般 にシラスとフ リッ トを主要成分 とする和 はシ ラ

スを主要成分 とする素地 に比較 して熱膨脹係数 が大 き

く,し たがつて釉 に貫入 が入 り易い.ホ ウ酸 の 添 加

は,釉 の熱膨脹 を さらに大 き くす るのに対 して,石 灰

は釉 の熱膨脹 を小 さ くす る。 シラス60,フ リッ ト40,

石灰20の 配合 の場合 は釉 に貫入が認 め られず,ほ ぼ

良好な結果が得 られ た.

本研究費 の一部 は鹿児 島県未 開発資源企業 化対策 協

議会の授助 によるものである ことを報告 して謝意 を表

します.
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